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前略 先菫は私のヒロ i′ マ行きの費題で、誠に時宣を得た好意ある介入を敢えてして項

いて大変動か りました,お陰で国惑 していた問題がスッキリしました。
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フ緯 朝 善 li十  懐 同 十手 凸 倍 ∩ fIの健 康 状 態 に つ い て 、 第 2は 鞭 gwashの 準 備

計 能 占言っ し、fめ 雲「 彗で 十

まずその後の私の健康ですが、夏以来の体調の崩ftは一向に回復しないままで、11月 の

末に今度は腎臓―正確には尿管―結石で一晩唸つた後、市内の病院に 1週詞入院しました .

退院して 1週間目ですが、前の体調の崩れがあるので体力が回復せず、疲れ易く寝たり起

きたりの毎日です。体重も一時50kgを 割りそうに成 りました。前立腺もやや不調でこれは

12萎 (月 )に腎臓の超音波検査を受けるのでこの時良く相談してみます。

以上めような現状で来年は半与位露:けて徐 tiこ 筆貴藝復に努める,必要がありそう.です :

短期の回復は望み薄です。老齢化の重ルをつくづく感じています。そこで東洋医学の助け

が要 りそうで、漢方医薬 :二 ついて適当な時に相談に乗って下さい。お願いします。

第 2●項霊とも貢達しますが、伏見さんとだヽ潜さんに手紙を書いて、本年末か来春草々

にパ (ダウォシュ:会議身出識責任者 (名 封的な経理委員会の委員長 )の辞任を申し出る

予定でいます。朗蘭も重なつとでも現状ではこれをや つ遂げる健康上の自信がありません。

さて筆 2のパ会議の準1驚状況につ与く の乱賢チ十

三)ま ず募全委員会ですがご喜擁の言 :二 もう4■ 賢運れてまだ二発見と思います。予定委
墨緯雄が答獣籍ふ洋ご>二、奉彙ヽキス

=ン を動めましたが、十月末の時点で了解済鼻の

委員|よ 伏見さん三外ほ広島04学長 (広島大、市大、女学院大、修道大 )のみで地方に

編っft,lf捕靱でキ t,、 中華轟ば由綺 言京女子大の隅谷、上智大の∫II順 、原安協の困

巨  堂 編 拳 等 ハ 椰 藤 か F/71i離 キ 議 塑 Iて ぃ る 様 で し た 。 そ の 後 こ の 問 題 が ど う成 っ た

かは私には不明です。とにかく誰が見ても新春と共に早急な発足が必要です。

つ ｀ル ギ ムF細 柵 垂 ∴F寺 レ ま、洋 菫 落 黒 二 働ゞ ぜ

“

藝 で す 。 こ れ を 委 員 長 が 海 外 出 張 の 合 間 に や っ

ていム凸子十働、A 半雄十ス隼‐li力 n寺 せ ん.見 るに見兼ねて私が十月末の広島行きの

■ 牲
`「

、載 lT垂 曇 阜  副 基 昌 革  fl 書 情 六 も の 4人 で 嚢 い た の が 初 め て の 事 務 局 対 策 会

姜 千 子 が  三 碁 l・ l草百 轟 さ、拳 襲 :=闘う二十:手 ぃ な い き 思 い ま す 。
一
広 島 で は 広 大 手 摯 セ ン タ_

― ∩ れ 日ヽ ヽ /ボ 爾 寿 n執 ソr、 ∴,1目 冊 ∩ 前 n緯 め に 当 た ち て い る と委 員 長 は 言 い ます が 、東

市 が 耐 L「rrl■ 1目 IIllょ 、対 応 が 園 軽 レ 甲 い オ 十 )副 委 員 長 の 話 で は 候 補 が 見 付 か りそ うだ と

ま、闇ヽキI■が >l― かどハ慟、ムで計 .'1/n仕事も容易では在 りません。

■ ヽ力 ぎ l十 六情 ヽ ノ∩ 岳 十 ∩ ヤ 路 チ  れ をた中 張 が 多 す ぎ る こ と とで す 。私 は 十 月 に彼 に こ

れから来年 8月 半ばまでの海外出張の全予定表を塞してくれと依頼 しましたが、話はそ

∩寺オチ樹ま、虫f tt fい かい群千十 Q日 末にも広島の松尾さんから直接電話で、だヽ沼

ヽ アボ 留 宇 山 ∩ 問 題 に ぅ 1,、 プ 鳥十十 方 l― 欄 郵 せ ょ 、 と の こ と で 電 話 L.た と言 うの で す が 、
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玉I:十締 慟ぜ滋 やヽ お 早 ス
=>1、

熱 ムデ  日社 ま、私 の 確 ど知 らぬ こ との 相 談 で した 。 同種 の 件

チ 肝 絆 轟ヽ ア 1.雨 洋 壽導 出 墓 輪 キ 七轟 た 凸 筈 で す 。彼 は 国 際 物 理 学 連 合 とか 、ユ ネス コ

拳議 >ら、 仁前ま、自イ営
'護

鰤洋 t`、 で聟会議で毎月、時に半月も国内不在です。 11周
よ■ 1■ 日外 た つ 葛 暉 キ 千 蒸 お  疑 つ 日 よ、八 日 か ぶ 15難 ま で ロ ン ド ン と パ リ 4=よ っ て 最

終 ∴■ギ .永 ― ザ チ 華 任 凸 /1会議 ∩ 打 ム 冬
=ぅ

せ に 出 て 帰 り ま す が 、 そ の 後 一 月 ほ 日本 に 居

ス 手 名千  =∩ 閣 け 喧 華 ス だ i■杵 重 を キキ |す る と言 つ て い る 様 で す が 、 こ の 年 末 年 始 に

事が進捗するのほとても難 しいと思います。そして 1月 半ばにはまた出掛ける槙様です .

fI計華生のパ会議をキ >ま、に虚Ttヽ ■スためには、是非誰かが彼の来年 8月 までの海

槙 手 守 率給 計 lf 鼎 車 ス だ ]キ WV η消 廿 ′直要 が み る と思 い ま す .彼 が 病 気 に な つ た と仮

定すれば取 り消 しは可能です。誰か代理を出す方法も在るでしょう。

‐為 よ+全 ■言 し、ナ・ ど薔 Lゝ 車 千 十 働ゞ  玉I占 キ彼 曇 今 後 の 仕 事 曇 内 容 |二 つ い て の 半J断の 甘 さ

l― レfま、凛鮮驚f ttl■ 洋じル 彗ってぃキ十.確かにべ会議だけが薇を無くす量界の運議

チ溝キ薫 い十■ノボ lい :耐 担,日緯 :〕[華 5o年 野に期かれる科学者の国際会議を立派

l― 針論ませム‐レ肝■士′、T―

‐
ltt i f4/~l置 軍か国際的責任だと思います.パ会議の組織委員

三 レ寸
=工

凸 肩 塞 ■ 業 >百 妥 を 滸 ナヽ ■―の 計 計 張 りす ぎ て 居 て 、 誰 で も不 可 能 で す 。 そ 曇 点

チ 誇 キ缶 ど十 >壬 ら i播凸 非 轟 l― ぅ :.、 ff由 が ど う考 え て い る の か 、 私 に は 理 解 で き ま せ

ノ 朝 :゛ イ ロ 由 由 拳 撃 維 標 ′、諄 選 キ 手 凸 幸 ま に して 、 i毎 外 に 筵 張 す る彼 の 半〔断 力 に も全

イ 暉 諏 ヨ聾華 十■ ズ  辱 ∩ 緯 事 ■ 能 T｀古十玉「んF占 十
=覇

二「
サlやll,日 統 白補ナ

「
市 性 衝も績 ll十 ■ ズ 働ゞ

fI占 キ講 ギ 輝 れ
=慕

キ 十 哺 l― 専 ぅ ■
″
パ 基 業 l― 童 ,r、 :ァ ィ

=1ス =>キ
筆 集 :fし 、キ十  二

ず■,ユ、藤 ム fつ ft、 ス 凸 i十 室 有 半 主 チ オ  相 当 華 :じ 、≡
=千

十  千1の辞 拝 ムキ詢 イ 寺 で ま、健

蔚 1晨 1晴 轟 千 十 慟ゞ  i,「 卜の 専 壺 1.重 ∩ 要 轟 レ :f可 か めの トレ縮 キ ム満 十 十

百 け 言 し、
=十

>菫 落 昌 キ エ 存 ぅ fど ■ ス ::ン ク ア凸 帯 協 ム ズ 千 十 ぶ  1淵 蘭 ∩ 鳥ム

2日 は理化学研の動務が在 り、さらに一日雑詳♯ム
'碑

二lη  群 い凸 つ日チ :よ /`ク ■凸再

つ か 6つの 仕 事 を こな して い るの で 、 パ会 議 凸 菫 確 昌 レ :ft、 拳 い韻 各 チ 去儘 tゝ め 衝ゞ 室

情です。この点伏昆さんも細かい点はご存知鉦しヽぬ千1 卜ら し、キ鶯け :)ッ クアら、Aよ十

聴ど収ヌ、が無い:三 ずですから,

以 上 2件 報 告 し ま した 。 例 の NPT研 究 会 け 酷 蔀 武 ズ ボ ー 生 縣 命 Wn糎 ふ l‐ 膳 中 l了

くれ て い ま す 。私 は 今 の 所 体 む 事 が 多 くな リ オ lか  仝 債 ∩ 音 目黎 鼻 it 「 藝 織 !卜 「館

説 Jに 別 れ て い ま す が 、 参 考 の た め 私 の 分 担 ∩ 「 修 丘 奥 ∩ 繊・II性 |の

「

棺 を 懸 景 1寺 十

も う少 し時 間 を 下 さ い 。今 年 は こ れ で 会 う機 拳 が 丑 い うヽ まヽ蜘 海 幸 十 ズ が  自 し、法 虹 キ 法 油

え下 さ い 。 奥 様 に 宜 し く 。 来 年 は い よ い よ NpT証 革 拳 瑳 ∩ 盤 で 十   で け 揉 Tr争 で

%
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